
庄内町みんなが主役のまちづくり交流会
まちづくりは づくり、地域の元気づくりから

仙台 等専 学校 建築デザイン学科
准教授 地沢将之（こちざわ まさゆき） まちづくりは づくり、地域の元気づくりから

次

０． 紹介

１．「庄内町みんなが主役のまちづくり基本条例」とは何か？
○３つの 事なポイント

２．「みんな」って誰？
○ 的資源の活
○物的資源の活

３．「みんな」の参加の事例
○蕨岡まちづくり計画（遊佐町）への若者の関与
○東六地区個性ある地域づくり計画（仙台市）の成果

地域課題の解決に市 総参加で取り組む時代の到来

●地 分権 括法（2000）
◎地 治体の役割の拡
＝住 治の原則

●社会教育法（2008改正）
◎学校・家庭・地域住 等の連携や協 を促進
＝住 の役割は集落 治だけではない
（ましてやの 涯学習の受益者に んじてはならない）
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●ニセコ町まちづくり基本条例（2001）を 切りに
みんなが主役のまちづくりの実現を 指す時代へ！

＊市町村ごとに「みんなが主役」になる 法の開発へ

ところで
みんな

って誰？？

紹介
アーバンネット（仙台市／1999~）
農村サポートセンター設置事業（宮城県登 市／2004~2006）
東六地区個性ある地域づくり計画策定事業（仙台市／2004~2006）

○ みんなで関わる
○ みんなで意 の違いを知る
○ みんなで考える
○ みんなで情報を共有する

『復興への提 ~悲惨のなかの希望』（東 本 震災復興構想会議／2011.6.25）
＊復興構想７原則
［原則２］被災地の広域性・多様性を踏まえつつ、

地域・コミュニティ主体の復興を基本とする。（後略）
［原則７］今を きる私たち全てがこの 災害を らのことと受け め、

国 全体の連帯と分かち合いによって復興を推進するものとする。
有事における当事者意識のみならず
頃からの当事者意識が鍵である！



2,000 あまりの農村地帯， 齢化率32.6％
★ 齢者世帯（ 暮らし，夫婦，親 ）の増加
★少 化により2030年（平成42年）までに 学校は統廃合へ

事例「蕨岡まちづくり計画」（ 形県遊佐町）

地域資源に恵まれている（歴史・ 然・温厚な 間性）
★地域の将来ビジョンづくりに着
★「計画づくり」にも「実践」にも「みんな」の参加を 指す
よそ者・若者の声が反映されにくい現状
★計画づくりを前に、まち歩きを いながら、
酒 光陵 の 徒や東北公益 科 学の学 がゼミ活動を実施

蕨岡地区まちづくりゼミ報告会（2013.10.12）における学 らの提案
スマートフォンによる情報共有の提案，
舎らしさを逆 にとったテーマパークの提案など
…「どうすれば 分たちも住みたいと感じられるか」という視点

［事例紹介］仙台市東六地区のまちづくり

▼個性ある地域づくり計画策定事業
（2004~2005年度／仙台市 葉区）
＊地域づくりの 針づくりを 地沢が 援
⇒「東六 の桜と 楽を愛でる会」を
2006年度から開始

▼コミュニティ活性化モデル事業
（2009年度~／仙台市 葉区）
＊地域情報誌の発 を決定，
市 記者の育成開始
⇒2011年3 創刊

連合町内会・商店街・ 学校PTAら
多様な主体が地域づくりを実践している

［事例紹介］仙台市東六地区のまちづくり
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◎震災時、JR仙台駅周辺で被災した観光・ビジネス客が
駅から最寄りの東六番丁 学校の校庭に殺到（1,800 超）

⇒マニュアル通りの避難所開設 程では対応しきれないと即断し、
校 が体育館を開放。町内会連合会では避難者 援を開始。
⇒収容しきれない避難者を教室やコミュニティセンターにも移し、
3 末までに無事全員を帰還させた。

◎震災対応のモデルケースとして世界防災閣僚会議で報告(2012年7 )

＊強固な信頼関係 …さまざまな主体の迷いのない関与
＊規範意識の さ … 常時でも新たなルールづくり
＊連携の良さ …地域住 と 学校などの連携

今 の 標
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＊実践事例発表
【知る】
◎個々 の得意な をまちづくりに活かしている たちを知る

＊情報交換会
【知る】
◎すでに活動している たちの悩みを知る
【関わる】
◎その悩みの解決のために何ができるのか 緒に考える
【活動する】
◎それぞれの次の 歩を踏み出す







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山形新聞 2013 年 10 月３日 

 
 
 
 
 




